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１．はじめに
・ＨＥＭＳに求められる情報や情報価値の
可能性を検討
➡ 「ブランズシティ品川勝島」への入居
者と同様の家族層をターゲットとした
ＷＥＢアンケートを実施

・生活情報の嗜好性を分析、情報提供の
あり方を検討

２．調査概要
・調査対象：事前スクリーニングで以下に絞る
①男女比 １：１ ②首都圏在住者（1都3県）

③年齢構成 (30代：40代：50+60代 = 4：4：2)

④持家集合住宅居住 (購入価格3千～7千万円)

⑤ＨＥＭＳ非保有 ⑥既婚
・調査期間：

2014年12月19日～21日 1030の有効回答
・調査内容：
６つのカテゴリーを設定
①時短 ②食生活 ③健康 ④美容 ⑤節約
⑥快適
設問数 各カテゴリー１０問 合計６０問

３つの行動・意欲を聞く
①認知度、②実行度 ③情報取得意欲度

３．調査結果
３．１ 認知度
・全般に認知度は低い （既存住宅アンケート調査項目の認知度92％）

・同じ分野でも項目による違いがあり、「食生活」で差が最大（50％）

図１ カテゴリーごとの項目別認知度 （青：知っている）



３．１ 認知度

認知度（図１）の結果

全体平均５８％
分野別の認知度は「節約」が最大で７８％
最少は「美容」の４３％、ついで「時短」の４４％

節約：1．混合水栓の水栓位置（55％）
快適：1．通風のための窓の開け方（41％）
健康：4．風呂上がりの暖かさ持続法（36％）
食生活：3．調味料の目分量の覚え方（21％）
時短：10．冷凍食品の早い戻し方（27％）
美容：2．上手なスマイルの作り方（33％）

各カテゴリーで最も認知度の低い項目（図１）

設問設定のねらい

当初より、比較的知られていない「あっと驚く（ほ
んまでっか）」情報を取り上げて、その検証を目的
とした。したがって、概ね当初の狙いが確認できる
結果となった。

３．２ 実践度

実践度の結果

おおむね認知度に比例 認知度より約２０％低い
分野別の実践度は「節約」が最大で５４％
最少は「美容」の２３％、ついで「時短」の２４％

実行意欲度 （今はやっていないが今後やりたい）

暮らしにかかわる項目（「美容」「食生活」「健康」）で高
い傾向

実行度

「実践度＋実行意欲度」を実行度と定義すると、実行
度は比較的高く（60～80％）、実践を志向する傾向は
強い

カテゴリーごとの特徴

「節約」は認知度も実行度も高い。身近な項目。

一方、「時短」と「美容」は逆。なじみのない項目が多
いので、これらへの情報提供が有効と考えられる。
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３．３ 情報取得意欲度

情報取得意欲度 ＝ 情報を欲しいと思うか

全体平均 ５８％ 分野別平均 ５５～５９％（差は僅か）
クラスター分析では女性の情報取得意欲度が高い

認知度が高い項目

知っていてもさらに情報は得たいと思う
➡既知、未知を問わず、
情報提供（興味喚起）の必要性、提供方法の重要性

３．４ 情報提供の方向

認知度が低い項目

認知度３０％未満 「時短」３、「食生活」２ （図１:黒点線枠）

認知度４０％未満
「時短」５、「美容」５、「食生活」３、「健康」１

これらは、省エネとの直接的関連は弱いが、ＨＥＭＳを
見続けてもらうためのきっかけになりえる（興味喚起）
項目。 （ただし、「時短」は実行度も高くない）
➡情報提供が有効

４．まとめ

省エネ情報の提供方法の工夫で実行意欲が高くなる
１．「女性」を意識する
２．「美容」「食生活」「時短」を入り口とする
３．興味喚起から省エネの実践へ
➡ 習慣化するきっかけとなる情報提供のあり方
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